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備　　　　考

千円

                       計 0

補 正 予 定 額

（当年度分損益勘定留保資金） 10,454

令和７年度岡崎市下水道事業会計補正予算実施計画

資本的収入及び支出

収　　　　入

（過年度分損益勘定留保資金） △10,454

款 項 目

下水道事業会計
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（単位　千円）

１　業務活動によるキャッシュ・フロー

当年度純利益 △ 119,657

減価償却費 5,617,646

固定資産除却費 27,412

退職給付引当金の増減額（△は減少） 39,625

賞与等引当金の増減額（△は減少） 50

貸倒引当金の増減額（△は減少） 88

長期前受金戻入額 △ 2,064,819

受取利息及び受取配当金 △ 10

支払利息 949,467

未収金の増減額（△は増加） △ 24,503

未払金の増減額（△は減少） 74,384

　小計 4,499,683

利息及び配当金の受取額 10

利息の支払額 △ 949,467

業務活動によるキャッシュ・フロー 3,550,226

２　投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △ 5,850,190

無形固定資産の取得による支出 △ 187,216

短期貸付金の償還による収入 1,791

長期貸付金の貸付による支出 △ 5,800

工事負担金による収入 48,013

他会計負担金による収入 49,510

受益者負担金による収入 73,416

国庫補助金による収入 1,623,627

県補助金による収入 45,954

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 4,200,895

令和７年度岡崎市下水道事業会計

予定キャッシュ・フロー計算書
(令和７年４月１日から令和８年３月３１日まで)
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３　財務活動によるキャッシュ・フロー

建設改良費等の財源に充てるための企業債による収入 4,538,300

建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出 △ 4,383,537

一般会計からの出資による収入 167,965

財務活動によるキャッシュ・フロー 322,728

　　資金増加額（又は減少額） △ 327,941

　　資金期首残高 5,229,803

　　資金期末残高 4,901,862

下水道事業会計
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　  (単位　千円)

１　 固　定　資　産

(1)

3,158,848

7,491,768

△ 1,701,853 5,789,915

184,891,904

△ 51,702,978 133,188,926

14,416,858

△ 6,046,317 8,370,541

5,453

△ 3,115 2,338

21,222

△ 12,260 8,962

1,109

△ 996 113

4,649,482

155,169,125

(2)

イ 5,688,286

5,688,286

(3) 投資その他の資産

9,228

ロ 2,040

投資その他の資産合計 11,268

160,868,679

２　 流　動　資　産

(1) 4,901,862

(2) 1,488,459

　　   貸 倒 引 当 金 △ 3,018 1,485,441

(3) 1,791

6,389,094

167,257,773

ト リ ー ス 資 産

減 価 償 却 累 計 額

資 産 合 計

固 定 資 産 合 計

現 金 預 金

未 収 金

貸 倒 引 当 金

流 動 資 産 合 計

短 期 貸 付 金

そ の 他 投 資

建 物

減 価 償 却 累 計 額

構 築 物

減 価 償 却 累 計 額

機 械 及 び 装 置

減 価 償 却 累 計 額

減 価 償 却 累 計 額

無形固定資産

施 設 利 用 権

チ

イ

建 設 仮 勘 定

有形 固定 資産 合計

長 期 貸 付 金

無形 固定 資産 合計

令和７年度岡崎市下水道事業予定貸借対照表

（令和８年３月３１日）

資　　産　　の　　部

有形固定資産

土 地

ニ

イ

ロ

ホ

ヘ

車 両 運 搬 具

減 価 償 却 累 計 額

工具器具及び備品

ハ
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３　 固　定　負　債

(1)

60,935,354

60,935,354

(2)

203,139

203,139

61,138,493

４ 流　動　負　債

(1)

4,551,971

4,551,971

(2) 3,117,833

(3)

31,578

31,578

(4) 58,410

7,759,792

５　 繰　延　収　益

78,669,916

△ 19,700,961

58,968,955

127,867,240

繰 延 収 益 合 計

負 債 合 計

その他流動負債

収益化累計額

長 期 前 受 金

引 当 金 合 計

賞 与 等 引 当 金

未 払 金

流 動 負 債 合 計

イ

負　　債　　の　　部

イ

イ 建設改良費等の財源に
充てるための企業債

引 当 金 合 計

企 業 債

企 業 債 合 計

退 職 給 付 引 当 金

引 当 金

引 当 金

建設改良費等の財源に
充てるための企業債

企 業 債 合 計

固 定 負 債 合 計

企 業 債

イ

下水道事業会計
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６　 資　　本　　金 39,324,921

７ 剰　　余　　金

(1)

4,383

279,662

13,909

297,954

(2)

当年度未処理欠損金 232,342

△232,342

65,612

39,390,533

167,257,773負 債 資 本 合 計

建 設 補 助 金

資 本 剰 余 金 合 計

利 益 剰 余 金 合 計

剰 余 金 合 計

資 本 合 計

ハ

資 本 剰 余 金

利 益 剰 余 金

受 贈 財 産 評 価 額

資　　本　　の　　部

イ

イ

ロ

他 会 計 負 担 金
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注記 

 

第１ 重要な会計方針に係る事項に関する注記 

１ 固定資産の減価償却の方法 

⑴ 有形固定資産 

ア 減価償却の方法 

定額法 

イ 主な耐用年数 

建物       15～50年 

構築物      50年 

機械及び装置   15～50年 

車両運搬具    ５年 

工具器具及び備品 ２～20年 

⑵ 無形固定資産 

ア 減価償却の方法 

定額法 

イ 主な耐用年数 

施設利用権    50年 

   ⑶ リース資産 

     所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産は、自己所有の固

定資産に適用する減価償却方法と同一の方法を採用している。 

２ 引当金の計上方法 

⑴ 退職給付引当金 

職員の退職手当の支給に備えるため、当事業年度末における退職手当の要

支給額に相当する金額から他会計負担分を控除した金額を計上する。 

⑵ 賞与等引当金 

職員の期末手当・勤勉手当の支給及び当該支給に係る法定福利費の支出に

備えるため、当事業年度末における支給見込額に基づき、当事業年度の負担

に属する額を計上する。 

⑶ 貸倒引当金 

債権の不納欠損による損失に備えるため、実績率等による回収不能見込額

を計上する。 

３ 消費税及び地方消費税の会計処理 

税抜方式による。 

 

 

 

 

 

 

下水道事業会計
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第２ 予定貸借対照表等に関する注記 

１ 企業債の償還に係る他会計の負担 

予定貸借対照表に計上されている企業債（１年内に償還予定のものも含む。）

のうち、他会計が負担すると見込まれる額は、34,904,744千円である。 

２ 引当金の取崩し 

⑴ 賞与等引当金 

賞与等引当金の目的使用による取崩しについては、当事業年度において期

末手当・勤勉手当及びその支給に係る法定福利費として31,528千円を支出す

るため、賞与等引当金31,528千円を使用する。 

⑵  貸倒引当金 

貸倒引当金の目的使用による取崩しについては、当事業年度において債権

の不納欠損による損失金額2,930千円を補塡するため、貸倒引当金2,930千円

を使用する。 

 

第３ セグメント情報に関する注記 

 １ 報告セグメントの概要 

下水道事業会計は、公共下水道事業及び農業集落排水事業を運営しており、

各事業で運営方針を決定していることから、これら２つを報告セグメントとし

ている。 

なお、各報告セグメントに属する事業の主な内容は以下のとおりである。 

事業区分 事業の内容 

公共下水道事業 主に市街地における下水（汚水・雨水）を処理・

排除する業務 

農業集落排水事業 農業用用排水の水質保全を目的として下水（汚水）

を処理する業務 
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２ 報告セグメントごとの営業収益等 

当年度（自 令和７年４月１日 至 令和８年３月 31 日） 

（単位 千円） 

 公共下水道事業 農業集落排水事業 合計 

営業収益 

営業費用 

6,151,590 

8,896,336 

98,199 

463,278 

6,249,789 

9,359,614 

営業損益 

経常損益 

△2,744,746 

△303,359 

△365,079 

△90,335 

△3,109,825 

△393,694 

セグメント資産 160,368,064 6,889,709 167,257,773 

セグメント負債 122,721,434 5,145,806 127,867,240 

その他の項目 

 他会計繰入金 

 減価償却費 

 特別利益 

 特別損失 

有形固定資産 

及び無形固定 

資産の増加額 

 

3,913,950 

5,351,450 

292,280 

15,060 

 

5,423,573 

 

273,939 

266,196 

1 

1 

 

296,336 

 

4,187,889 

5,617,646 

292,281 

15,061 

 

5,719,909 

  

下水道事業会計
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(単位　千円)

１　

(1) 3,911,855

(2) 2,148,373

(3) 3 6,060,231

２　

(1) 664,311

(2) 406,721

(3) 46,399

(4) 298,396

(5) 242,287

(6) 流域下水道管理運営費負担金 1,494,600

(7) 5,469,900

(8) 124,675

(9) 134,651 8,881,940

2,821,709

３

(1) 10

(2) 1,608,980

(3) 26,758

(4) 11,456

(5) 2,006,268

(6) 624

(7) 7,563 3,661,659

４

(1) 支払利息及び企業債取扱諸費 881,268

(2) 55,108 936,376 2,725,283

96,426

５

(1) 1,486 1,486

経 常 損 失

特 別 利 益

過年度損益修正益

雑 収 益

営 業 外 費 用

長 期 前 受 金 戻 入

引 当 金 戻 入 益

雑 支 出

営 業 損 失

受取利息及び配当金

他 会 計 補 助 金

下 水 道 使 用 料

減 価 償 却 費

総 係 費

他 会 計 負 担 金

他 会 計 負 担 金

補 助 金

営 業 外 収 益

そ の 他 営 業 収 益

管 渠 費

処 理 場 費

令和６年度岡崎市下水道事業予定損益計算書

（令和６年４月１日から令和７年３月３１日まで）

資 産 減 耗 費

業 務 費

水 質 管 理 費

ポ ン プ 場 費

営 業 収 益

営 業 費 用
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６

(1) 4,108

(2) 10,454 14,562

７　

(1) 3,183 3,183 △ 16,259

112,685

0

0

112,685

前 年 度 繰 越 利 益 剰 余 金

特 別 損 失

その他未処分利益剰余金変動額

過年度損益修正損

そ の 他 特 別 損 失

当 年 度 未 処 理 欠 損 金

予 備 費

予 備 費

当 年 度 純 損 失

下水道事業会計
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　  (単位　千円)

１　 固　定　資　産

(1)

3,158,848

7,335,224

△ 1,522,964 5,812,260

181,740,286

△ 47,261,375 134,478,911

13,515,726

△ 5,295,831 8,219,895

5,453

△ 2,334 3,119

20,832

△ 11,003 9,829

1,109

△ 943 166

3,401,045

155,084,073

(2)

イ 5,726,926

5,726,926

(3) 投資その他の資産

6,591

ロ 2,040

投資その他の資産合計 8,631

160,819,630

２　 流　動　資　産

(1) 5,229,803

(2) 1,480,372

　　   貸 倒 引 当 金 △ 2,930 1,477,442

(3) 1,219

6,708,464

167,528,094

ニ

イ

ロ

ホ

ヘ

車 両 運 搬 具

減 価 償 却 累 計 額

工具器具及び備品

ハ

令和６年度岡崎市下水道事業予定貸借対照表

（令和７年３月３１日）

資　　産　　の　　部

有形固定資産

土 地

チ

イ

建 設 仮 勘 定

有形 固定 資産 合計

長 期 貸 付 金

無形 固定 資産 合計

そ の 他 投 資

建 物

減 価 償 却 累 計 額

構 築 物

減 価 償 却 累 計 額

機 械 及 び 装 置

減 価 償 却 累 計 額

減 価 償 却 累 計 額

無形固定資産

施 設 利 用 権

ト リ ー ス 資 産

減 価 償 却 累 計 額

資 産 合 計

固 定 資 産 合 計

現 金 預 金

未 収 金

貸 倒 引 当 金

流 動 資 産 合 計

短 期 貸 付 金

16

0123456789



３　 固　定　負　債

(1)

60,949,025

60,949,025

(2)

163,514

163,514

61,112,539

４ 流　動　負　債

(1)

4,383,537

4,383,537

(2) 3,373,840

(3)

31,528

31,528

(4) 58,410

7,847,315

５　 繰　延　収　益

76,878,639

△ 17,650,338

59,228,301

128,188,155

引 当 金

引 当 金

建設改良費等の財源に
充てるための企業債

企 業 債 合 計

固 定 負 債 合 計

企 業 債

イ

負　　債　　の　　部

イ

イ 建設改良費等の財源に
充てるための企業債

引 当 金 合 計

企 業 債

企 業 債 合 計

退 職 給 付 引 当 金

引 当 金 合 計

賞 与 等 引 当 金

未 払 金

流 動 負 債 合 計

イ

繰 延 収 益 合 計

負 債 合 計

その他流動負債

収益化累計額

長 期 前 受 金

下水道事業会計
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６　 資　　本　　金 39,156,956

７ 剰　　余　　金

(1)

4,383

279,662

11,623

295,668

(2)

当年度未処理欠損金 112,685

△112,685

182,983

39,339,939

167,528,094

資　　本　　の　　部

イ

イ

ロ

他 会 計 負 担 金

剰 余 金 合 計

資 本 合 計

ハ

資 本 剰 余 金

利 益 剰 余 金

受 贈 財 産 評 価 額

負 債 資 本 合 計

建 設 補 助 金

資 本 剰 余 金 合 計

利 益 剰 余 金 合 計
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注記 

 

第１ 重要な会計方針に係る事項に関する注記 

１ 固定資産の減価償却の方法 

⑴ 有形固定資産 

ア 減価償却の方法 

定額法 

イ 主な耐用年数 

建物       15～50年 

構築物      50年 

機械及び装置   15～50年 

車両運搬具    ５年 

工具器具及び備品 ２～20年 

⑵ 無形固定資産 

ア 減価償却の方法 

定額法 

イ 主な耐用年数 

施設利用権    50年 

   ⑶ リース資産 

     所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産は、自己所有の固

定資産に適用する減価償却方法と同一の方法を採用している。 

２ 引当金の計上方法 

⑴ 退職給付引当金 

職員の退職手当の支給に備えるため、当事業年度末における退職手当の要

支給額に相当する金額から他会計負担分を控除した金額を計上する。 

⑵ 賞与等引当金 

職員の期末手当・勤勉手当の支給及び当該支給に係る法定福利費の支出に

備えるため、当事業年度末における支給見込額に基づき、当事業年度の負担

に属する額を計上する。 

⑶ 貸倒引当金 

債権の不納欠損による損失に備えるため、実績率等による回収不能見込額

を計上する。 

３ 消費税及び地方消費税の会計処理 

税抜方式による。 

 

 

 

 

 

 

下水道事業会計
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第２ 予定貸借対照表等に関する注記 

１ 企業債の償還に係る他会計の負担 

予定貸借対照表に計上されている企業債（１年内に償還予定のものも含む。）

のうち、他会計が負担すると見込まれる額は、34,822,256千円である。 

２ 引当金の取崩し 

⑴  退職給付引当金 

退職給付引当金の目的使用による取崩しについては、当事業年度において

退職手当として624千円を支給するため、退職給付引当金624千円を使用する。 

⑵  賞与等引当金 

賞与等引当金の目的使用による取崩しについては、当事業年度において期

末手当・勤勉手当及びその支給に係る法定福利費として26,633千円を支出す

るため、賞与等引当金26,633千円を使用する。 

⑶  貸倒引当金 

貸倒引当金の目的使用による取崩しについては、当事業年度において債権

の不納欠損による損失金額2,866千円を補塡するため、貸倒引当金2,866千円

を使用する。 

 

第３ セグメント情報に関する注記 

 １ 報告セグメントの概要 

下水道事業会計は、公共下水道事業及び農業集落排水事業を運営しており、

各事業で運営方針を決定していることから、これら２つを報告セグメントとし

ている。 

なお、各報告セグメントに属する事業の主な内容は以下のとおりである。 

事業区分 事業の内容 

公共下水道事業 主に市街地における下水（汚水・雨水）を処理・

排除する業務 

農業集落排水事業 農業用用排水の水質保全を目的として下水（汚水）

を処理する業務 
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２ 報告セグメントごとの営業収益等 

当年度（自 令和６年４月１日 至 令和７年３月 31 日） 

（単位 千円） 

 公共下水道事業 農業集落排水事業 合計 

営業収益 

営業費用 

5,962,101 

8,434,133 

98,130 

447,807 

6,060,231 

8,881,940 

営業損益 

経常損益 

△2,472,032 

△12,598 

△349,677 

△83,828 

△2,821,709 

△96,426 

セグメント資産 161,265,421 6,262,673 167,528,094 

セグメント負債 123,078,333 5,109,822 128,188,155 

その他の項目 

 他会計繰入金 

 減価償却費 

 特別利益 

 特別損失 

有形固定資産 

及び無形固定 

資産の増加額 

 

3,723,361 

5,211,956 

1,485 

14,561 

 

7,140,599 

 

264,078 

257,944 

1 

1 

 

200,036 

 

3,987,439 

5,469,900 

1,486 

14,562 

 

7,340,635 

  

下水道事業会計
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千円

 　　　　　　　　（当年度分損益勘定留保資金） 806,075

 　　　　　　　　　　　　　　      計 9,898,045

令和７年度岡崎市下水道事業会計補正予算事項別明細書

資本的収入及び支出

収　　　　入

款 項 目 節 補正前の予定額

 　　　　　　　　（過年度分損益勘定留保資金） 2,680,496
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説　　　　　　　　　明

千円 千円 千円 

10,454 816,529

0 9,898,045

△10,454 2,670,042

補 正 予 定 額 計

下水道事業会計
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